
農
村
中
学
校
に

わ

け

ろ
職
業
指
導

片
　
　
　
山

光
　
　
　
治

冴

、
研
究
の
目
的
と
立
場

　
農
村
が
潜
在
失
業
者
の
プ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
、
日
本
の
産
業
構
造
が
革
新
さ

れ
な
い
か
ぎ
り
、
景
気
変
動
の
波
に
沿
う
て
く
り
返
さ
れ
る
晴
い
影
で
あ
る
。
こ

の
暗
い
影
を
も
つ
杜
会
に
、
毎
年
、
全
国
の
中
学
校
卒
業
者
一
七
〇
万
の
う
ち
約

半
数
が
就
職
者
と
し
て
送
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
の
う
ち
農
村
に
残
つ
て
農
業
に
従
事

す
る
者
は
、
だ
ん
く
減
つ
て
き
て
は
い
る
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
万
人
を
越
し
て

い
る
。
（
註
－
）
　
し
か
る
に
日
本
の
農
業
が
、
毎
年
こ
の
薪
し
い
労
働
力
を
抱
え

こ
ん
で
ゆ
け
な
い
こ
と
は
、
今
日
の
深
刻
な
農
村
の
≡
二
男
間
題
が
明
ら
か
に
物

語
つ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

　
農
村
申
学
狡
の
卒
業
生
が
、
自
H
家
に
と
つ
て
は
待
望
さ
れ
た
て
ま
と
な
り
、
農

繁
期
に
は
か
け
が
え
の
な
い
労
働
力
と
な
る
た
め
に
、
長
男
の
場
合
は
と
も
か
く
、

二
三
男
ま
で
も
が
同
じ
よ
う
に
家
に
止
ま
り
、
職
業
生
活
に
対
す
る
計
画
も
持
た

な
い
で
、
生
活
経
騒
の
室
白
時
代
を
過
ご
す
と
い
う
傾
向
は
、
全
国
的
に
み
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
村
の
中
学
校
は
そ
の
致
育
計
画
に
、
こ
の
点
に
関
し
て
ど

ん
な
配
慮
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
薮
科
と
し
て
の
職
業
・
家

庭
科
の
学
習
内
容
に
、
職
業
生
活
の
技
術
、
知
識
及
び
態
度
を
啓
発
す
る
よ
う
仕

組
ま
れ
て
い
る
が
、
教
科
と
密
接
に
関
蓮
し
て
行
わ
れ
る
筈
の
職
業
指
導
に
ど
松

ぼ
ど
の
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
間
題
は
、
長
男
と

し
て
農
家
の
後
継
者
と
な
る
青
少
年
に
、
自
家
の
農
業
経
営
や
地
域
の
村
づ
く
り

に
、
腰
を
す
え
て
か
㌧
る
素
地
を
、
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
丸

に
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

’
こ
の
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
図
で
、
学
生
と
共
同
調
査
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー

ス
と
し
て
、
農
村
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
の
実
態
を
と
ら
え
、
地
域
杜
会
の
性
格

を
な
が
め
、
学
校
致
百
の
背
負
う
課
題
を
見
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ

て
こ
の
調
査
の
立
場
は
、
弐
の
諾
点
に
求
め
ら
れ
る
。

　
ω
　
青
少
年
の
進
路
が
、
そ
の
環
境
や
地
域
耐
会
と
の
相
互
作
用
に
お
い
て
規

　
　
定
さ
れ
る
事
実
を
考
察
ゴ
る
。

　
②
　
農
村
中
学
校
に
お
げ
る
職
業
指
導
を
事
例
と
し
て
調
査
し
、
そ
の
間
題
点

　
　
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
⑤
　
職
業
指
導
は
、
学
校
致
育
全
般
を
背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か

　
　
ら
、
調
査
対
象
校
の
経
営
内
容
を
分
析
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
種
々
の
制
約

　
　
か
ら
、
そ
れ
は
研
究
の
次
の
段
階
把
ま
つ
こ
と
⊥
し
た
。

　
　
二
、
持
囲
中
学
校
を
対
象
と
し
た
理
由

　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
、
職
業
指
導
専
攻
学
生

の
実
習
を
兼
ね
て
行
つ
た
ふ
め
、
時
間
も
費
用
も
乏
し
く
、
余
り
遠
方
に
出
か
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
今
は
松
江
市
に
編
入
さ
れ
て
は
い
る
が
、
農
村
の
型

sokyu
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態
を
多
分
に
残
し
て
い
る
旧
持
田
村
（
島
根
果
八
束
郡
、
松
江
市
隣
接
）
を
選
び
、

そ
こ
を
校
区
と
す
る
持
田
中
学
校
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
村
は
小
都
市
近
郊
村
で

は
あ
る
が
、
農
家
戸
数
の
高
い
比
率
、
零
細
な
経
営
規
模
、
貧
弱
な
経
済
力
、
過

重
な
労
働
、
根
強
い
家
族
主
義
や
部
落
共
同
体
の
規
制
な
ど
が
、
農
村
と
し
て
の

地
域
性
を
温
存
し
、
從
つ
て
こ
れ
ら
の
要
因
が
生
徒
の
進
路
を
規
定
す
る
事
実
を

と
ら
え
る
の
に
適
し
て
い
た
。
凄
た
持
閏
中
学
校
の
多
大
の
協
力
も
、
こ
の
村
の

学
校
を
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
；
、
調
査
の
方
法

　
㈹
　
卒
業
生
進
路
調
査

　
持
田
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
第
一
期
生
（
昭
和
二
十

三
年
三
月
卒
業
）
か
ら
第
八
期
生
（
昭
和
三
十
年
三
月
卒
業
）
ま
で
全
員
二
五
九

人
に
記
入
例
と
説
明
を
つ
げ
た
質
間
紙
を
送
り
、
回
答
を
求
め
た
。
回
答
率
を
よ

く
す
る
よ
う
に
．
同
校
創
立
の
時
か
ら
勤
続
の
Y
先
生
に
労
を
煩
わ
し
た
。
お
蔭

で
回
答
者
は
二
二
八
人
、
そ
の
率
八
八
％
で
あ
つ
た
。
こ
の
質
間
紙
か
ら
得
た
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

果
は
次
の
十
二
種
の
統
計
に
ま
と
め
、
考
察
の
手
が
か
ゆ
と
し
た
が
、
紙
数
の
都

合
で
掲
げ
な
か
つ
た
o

第
一
表

第
二
表

第
三
表

第
四
表

第
五
表

第
六
表

卒
業
時
の
進
路
秩
況

卒
業
時
の
就
職
状
況

卒
業
後
の
進
路
状
況

卒
業
後
の
新
規
就
職
状
況

進
路
決
定
の
動
機
（
卒
業
時
）

進
路
決
定
の
助
言
者
（
卒
業
時
）

第
．
七
表

第
八
表

第
九
表

第
十
表

第
十
一
表

第
十
二
表

就
幟
後
o
転
職
状
況

進
路
変
更
の
動
機

進
路
変
更
σ
助
言
者

将
来
の
職
業
生
活
に
対
す
る
考
え

学
校
別
進
学
状
況

続
柄
別
家
事
家
業
從
事
者
数

　
同
　
地
域
有
識
者
と
の
語
合
い

　
青
少
年
の
職
業
生
活
に
関
し
、
ど
ん
な
間
題
が
あ
る
か
を
知
る
た
め
、
P
T
A

．
婦
人
会
・
青
年
団
の
代
表
の
人
々
や
持
囲
申
学
狡
卒
業
の
島
根
大
学
学
生
た
ち

と
懇
談
し
、
ま
た
地
域
の
生
産
や
生
活
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
N
氏
・
S

氏
・
M
氏
や
松
江
市
役
所
の
持
田
支
所
を
訪
間
し
て
聴
取
り
調
査
を
行
つ
た
。

　
バ
　
そ
の
他
の
資
料
．

　
持
田
村
全
域
に
わ
た
る
職
業
人
口
、
農
業
経
営
規
模
等
は
持
田
中
学
校
の
調
査

に
よ
つ
た
、
同
校
在
学
生
に
対
し
て
は
、
F
式
選
職
能
カ
テ
ス
ト
・
進
路
希
望
調

査
を
行
い
、
就
職
希
望
者
の
作
文
も
参
照
し
た
』

　
以
上
の
謝
査
方
法
ば
、
浜
田
秀
氏
（
新
潟
果
職
業
安
定
課
）
の
論
文
「
農
村
青

少
年
の
進
路
に
及
ぼ
す
地
域
耐
会
の
諾
条
件
」
（
註
二
）
に
、
教
へ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
多
い
。
ま
た
、
調
査
の
手
と
な
り
足
と
な
り
、
終
始
協
同
し
た
学
生
は
島
閨
和

夫
、
中
山
義
弘
の
両
君
で
あ
る
。

）1
／
、

四
、
中
学
校
卒
業
生
の
進
路

卒
業
の
際
に
は
ど
の
方
面
に
進
ん
だ
か

sokyu
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進
学
者
の
多
い
こ
と
か
ら

　
青
年
前
期
と
い
う
心
理
的
動
揺
の
年
令
に
あ
る
申
学
校
卒
業
生
は
、
人
生
の
最

初
の
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
る
就
職
に
直
面
す
る
者
、
親
許
に
止
つ
て
家
事
家
業
に
従

事
す
る
者
、
恵
ま
れ
て
高
等
学
校
に
進
学
す
る
者
と
三
つ
の
方
向
に
分
け
ら
れ
る
。

持
田
中
学
校
の
卒
業
生
た
ち
は
、
開
校
以
来
の
八
年
間
を
通
じ
て
み
る
と
、
近
郊

村
の
例
に
も
れ
す
、
進
学
者
は
割
に
多
く
、
回
答
者
の
六
四
％
、
一
四
六
名
で
あ

る
。
た
じ
し
こ
の
う
ち
に
は
、
経
理
学
校
、
洋
裁
学
園
な
ど
各
種
学
校
や
職
業
補

導
所
へ
の
進
学
者
五
八
名
を
含
ん
で
い
る
か
ら
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
正
規
の
高

等
学
校
へ
の
進
学
者
は
、
八
八
名
で
回
答
者
の
三
六
％
と
な
る
。

　
農
村
に
し
て
は
進
学
者
が
多
い
の
は
、
松
江
市
に
高
等
学
校
の
各
課
程
が
、
ひ

と
通
り
そ
ろ
つ
て
い
る
ほ
か
に
、
職
業
補
導
所
や
洋
裁
学
園
が
あ
り
、
ま
た
夜
間
の

高
等
学
校
が
二
校
も
あ
つ
て
通
学
が
便
利
で
あ
る
、
と
い
う
近
郊
村
の
地
利
を
得

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
の
傾
向
は
今
に
始
ま
つ
た
こ
と
で
は
な
く
、

中
年
暦
以
上
に
旧
制
中
学
校
出
が
か
な
り
多
く
、
持
田
申
学
校
の
町
民
学
慶
調
に

よ
る
と
、
九
三
五
人
の
回
答
者
の
う
ち
旧
制
の
申
学
校
七
一
人
、
高
等
女
学
校
五

〇
人
、
師
範
学
校
二
人
と
そ
れ
λ
＼
卒
業
者
が
あ
る
。
申
年
暦
以
上
、
つ
ま
り

親
の
世
代
の
人
々
で
は
、
一
四
％
が
村
の
知
識
階
級
で
あ
る
。
こ
の
人
た
ち
は
多

く
は
地
主
階
級
に
属
し
て
い
た
、
と
N
氏
や
F
氏
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
ぼ
今
日
、
耕
地
一
町
三
反
な
い
し
二
町
の
專
業
農
家
二
六
戸
が
全
農
家
の
一
〇

％
に
当
る
の
と
、
や
」
符
合
を
し
て
い
る
。
農
地
解
放
の
前
と
後
と
の
土
地
所
有

の
経
過
や
、
農
業
経
営
の
適
正
規
模
な
ど
を
示
唆
し
て
い
る
か
竜
知
れ
な
い
。
」

　
親
の
世
代
に
比
し
青
年
暦
に
属
す
る
薪
制
中
学
校
の
卒
業
者
の
方
が
、
は
る
か

に
進
学
者
の
多
い
の
は
、
農
地
解
放
に
よ
つ
て
、
杜
会
階
暦
が
変
化
し
、
極
貧
の

農
家
が
少
く
な
る
と
士
も
に
、
た
い
て
い
の
親
た
ち
が
む
り
を
し
て
も
子
供
を
進

学
さ
せ
る
よ
う
に
な
つ
た
∫
め
で
あ
る
。
む
り
を
し
て
も
進
学
さ
せ
る
の
は
、
こ

の
村
が
農
村
と
し
て
の
問
題
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
、
大
き
い
理
由
と
な
つ
て
い

る
。
こ
の
地
域
は
農
民
の
生
活
に
と
つ
て
立
地
条
件
が
よ
く
、
耕
地
値
平
場
地
帯

で
あ
つ
て
干
害
や
水
害
に
は
あ
ま
り
遭
わ
す
、
近
郊
で
あ
る
か
ら
松
江
の
町
に
野

茱
・
果
物
・
薪
炭
・
竹
材
な
ど
を
持
つ
て
出
れ
ば
現
金
牧
入
に
な
つ
た
。
ま
た
小

作
争
議
も
村
の
東
部
に
お
こ
つ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
多
く
の
地
主
は
温
清
家
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
滝

q
た
か
ら
、
農
民
は
代
兵
平
穏
無
事
に
過
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
山
間
へ
き
地
や

水
害
地
、
或
は
高
畔
作
り
の
湿
田
地
帯
で
早
く
か
ら
着
手
さ
れ
た
土
地
改
良
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
も
　
、
　
、

他
村
乍
り
の
課
題
が
、
よ
そ
ご
と
と
し
て
放
置
さ
れ
た
。
今
日
に
な
つ
て
は
、
資

金
の
点
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
積
極
的
な
意
欲
、
協
調
性
、
指
導
者
な
ど
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

ま
」
に
、
1
こ
の
課
題
は
気
付
か
れ
な
が
ら
ほ
お
冠
り
で
見
送
ら
れ
て
い
る
。
大
が

か
り
な
改
良
工
事
を
施
さ
な
い
か
ぎ
り
、
老
朽
し
た
地
味
は
回
復
の
見
込
が
な
く
、

島
根
果
の
改
良
指
定
地
区
と
な
つ
て
い
る
の
も
そ
の
故
で
あ
る
の
に
、
受
け
て
立

つ
だ
け
の
気
晩
が
も
り
上
が
ら
な
い
。
農
村
と
し
て
の
こ
の
行
誌
り
が
、
む
り
を

し
て
も
進
学
と
い
う
気
風
を
作
り
出
し
て
い
る
。
農
村
申
学
校
の
産
業
教
育
や
職

業
指
導
が
、
ご
の
課
題
に
無
関
心
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
お
よ
そ
学
校
は
、
国
土
開
発
や
地
域
産
菜
の
計
画
や
構
造
と
絡
び
つ
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
特
に
農
村
・
山
村
・
漁
村
の
申
学
校
は
、
卒
業
生
の
か
な
り
の
部
分
を
、

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、

村
の
生
産
の
に
な
い
て
と
し
て
指
導
す
べ
き
役
割
老
も
つ
て
い
る
。
地
域
杜
会
学

校
で
あ
る
村
の
中
学
校
は
、
こ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
学
校
致
育
の
内
容
に
そ

の
よ
う
な
計
画
を
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、
校
門
を
広
く
地
域
に
向
け
て
聞
き
、
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村
作
ケ
の
鍵
が
ど
こ
に
ひ
そ
ん
で
い
る
か
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
1
子
－
供
の
幸
福

を
守
る
な
ち
ば
、
や
が
て
彼
等
が
そ
れ
と
取
組
ま
一
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で
も
貧
困
か

ら
抜
け
ら
れ
な
い
課
題
に
月
を
開
か
せ
、
そ
の
解
決
に
立
向
う
生
活
態
度
や
生
産

の
基
礎
技
術
を
与
え
、
そ
れ
と
密
接
し
た
幟
業
指
導
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
し
か
る
に
、
村
の
中
学
校
は
地
域
杜
会
学
校
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
に
逆
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

く
事
態
が
、
そ
の
後
さ
ら
に
現
わ
れ
て
い
る
。
持
田
ヰ
学
校
は
、
学
校
統
合
の
さ

、
　
、
　
、

き
が
け
と
し
て
昭
和
三
十
一
年
四
月
、
松
江
市
立
第
二
中
学
校
に
吸
牧
さ
れ
た
。

持
田
か
ら
来
た
生
徒
た
ち
に
は
ス
亨
ル
バ
ス
で
通
婁
る
な
ξ
ろ
く
と
配

慮
さ
れ
、
そ
の
選
択
致
科
に
つ
い
て
も
希
望
を
と
つ
た
が
、
三
年
生
六
八
人
の
う

ち
英
語
二
二
人
、
家
庭
二
一
人
、
商
業
三
人
、
工
業
一
五
人
、
・
農
業
七
人
と
な
つ

た
。
わ
す
か
七
人
の
希
望
で
は
、
施
設
も
な
い
の
で
、
今
年
は
農
業
科
は
特
に
お

か
な
い
こ
と
に
な
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
小
中
学
校
の
統
合
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
と
き
、
致
育
の
地
域
性
を
忘
れ
て
は
、
枝
を
整
え
て
根
を
枯
ら
す
こ
と
ふ

な
る
で
あ
ろ
う
。

　
持
田
中
学
校
の
卒
業
生
調
査
で
、
進
学
者
の
う
ち
に
含
め
た
経
理
学
校
、
洋
裁

学
園
、
職
業
補
導
所
な
ど
、
職
業
技
能
を
短
期
に
修
得
す
る
施
該
へ
の
進
学
者
は

国
の
指
定
統
計
で
は
無
業
者
に
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
数
え
方
で
持
田
村
・
島
根
果

・
全
国
の
進
学
者
・
就
職
者
・
無
業
者
の
百
分
比
を
較
べ
て
み
る
と
、
弐
の
表
の

よ
う
に
な
る
。
進
学
者
は
島
根
果
全
国
の
何
れ
よ
り
も
少
い
が
、
無
業
者
は
は
る

か
に
多
い
。

　
こ
の
技
能
修
得
施
設
は
、
洋
裁
、
家
政
、
経
理
を
課
程
と
し
、
年
限
は
二
年
が

多
い
。
こ
」
へ
の
進
学
者
は
五
五
人
、
こ
の
外
に
職
業
補
導
所
二
人
を
加
え
る
と

進
学
者
総
数
の
四
〇
％
に
及
ん
で
い
る
。
貧
し
く
て
も
進
ん
で
技
能
を
身
に
つ
け

進学者、就職者、無業著の割合（％）

　　　　　持田村　　島根東　　全　国

進挙者　　　38，5　　44，9　　47．7

就職著　　　ユ0，5　　45，3　　38．ユ

無隻蓬者　　　　　25．4　　　　　7．8　　　　　8．9

　　島根県教育委員会「教育月報」

　　昭和31年4月号による

’
少

い

裁
職

た
い
、
と
い
う
欲
求
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
欲
求

は
伸
ば
さ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
や
つ
と
身
に
つ
け

た
技
能
が
、
生
か
さ
れ
る
よ
う
な
生
産
機
構
を
、

だ
れ
も
が
期
待
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
そ
れ
は

合
理
的
な
生
産
や
杜
会
の
計
画
が
、
実
現
す
る
ま

で
は
望
め
な
い
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
回
り
く

ど
い
が
、
村
作
り
教
育
も
、
傍
の
方
か
ら
一
役
買

つ
て
い
る
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
1
て
い
る
。

　
持
田
中
学
校
で
は
、
卒
業
時
の
就
職
者
が
割
に
少
い
。
こ
の
二
三
年
、
全
国
的

に
高
等
学
校
へ
の
進
学
者
の
数
は
、
就
職
者
を
上
同
つ
て
い
る
が
、
戦
後
大
ま
か

な
と
こ
ろ
、
ほ
じ
牛
々
で
あ
り
、
島
根
果
で
は
昭
和
三
十
年
三
月
卒
業
者
で
進
学

四
六
劣
、
就
職
四
五
％
と
な
つ
て
い
る
。
（
註
三
）
持
田
村
で
ぼ
遇
去
八
年
間
で

一
〇
％
、
二
四
人
し
か
就
職
し
て
い
な
い
。
も
つ
と
も
昭
和
三
一
年
三
月
の
卒
業

者
で
は
、
こ
の
奉
が
一
九
％
で
一
〇
人
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
行

請
つ
た
農
村
の
子
弟
が
少
々
安
閑
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
持
田
申
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
も

で
は
近
年
こ
の
点
に
留
意
し
、
就
職
あ
つ
旋
に
努
力
さ
れ
た
結
果
、
今
年
な
ど
右

の
よ
ら
な
数
の
増
加
と
共
に
、
就
職
先
も
一
流
ど
こ
ろ
の
S
電
機
に
入
杜
し
た
も

の
も
あ
る
。

　
然
し
、
遇
去
の
就
職
状
況
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
低
調
で
、
そ
の
職
種
は
店

員
・
紡
績
工
・
鋳
物
工
・
電
気
工
・
自
動
軍
運
転
手
・
事
務
員
・
給
仕
・
女
中
な



‘
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ど
で
あ
り
、
地
域
は
松
江
市
の
一
九
人
、
大
阪
の
二
人
、
三
重
、
滋
賀
、
果
－
内
出

雲
市
の
各
一
人
で
あ
る
。
就
職
し
た
と
は
言
え
、
大
都
分
が
松
江
市
の
小
企
業
に

雇
わ
れ
低
い
条
件
で
働
い
て
い
一
各
。
近
代
的
な
生
産
技
術
を
修
得
す
る
機
会
に
は

恵
ま
れ
す
、
大
き
い
産
業
機
構
に
青
少
年
な
り
に
安
定
し
た
位
置
づ
き
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
大
企
業
の
技
能
養
成
工
に
み
ら
れ
る
、
産
業
杜
会
へ
の
明
る
い

希
望
な
ど
抱
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
じ
紡
績
工
の
女
子
四
人
は
、
い
わ
ゆ
る
十

大
紡
に
入
り
、
設
備
の
ゆ
き
と
ど
い
た
工
場
と
寮
と
付
該
学
園
で
日
を
邊
り
、
特

に
寮
の
自
治
生
活
や
付
談
学
園
で
の
教
養
は
後
巳
、
家
庭
の
主
婦
と
し
て
ま
た
杜

会
人
と
し
て
合
理
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
人
聞
形
威
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て

い
る
。
も
つ
と
も
「
工
場
帰
り
は
，
嫁
に
も
ら
わ
な
い
」
と
、
案
外
ま
じ
め
な
村
の

青
年
た
ち
に
言
わ
れ
て
い
る
が
、
企
業
の
探
算
の
う
ち
で
営
ま
れ
る
教
育
に
、
高

望
み
は
す
る
の
が
む
り
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
大
企
業
ほ
ど
勤
労
青

少
年
に
ど
つ
て
、
何
等
か
ひ
点
で
向
上
の
携
会
が
多
い
。
こ
う
み
る
と
、
持
閏
中

学
校
の
卒
業
生
た
ち
に
、
ど
れ
だ
け
職
業
情
報
が
提
供
さ
れ
、
ど
ん
な
に
職
業
観

を
啓
増
さ
れ
た
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
反
省
に
立
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
竜

か
、
M
教
論
を
始
め
学
校
の
努
力
は
、
本
年
三
月
の
就
職
あ
つ
旋
に
現
わ
れ
、
さ
、

き
の
一
〇
人
は
何
れ
も
大
企
業
で
、
金
属
工
場
三
人
、
繊
維
工
場
七
人
の
好
況
で

あ
る
。
農
村
を
出
て
、
近
代
産
業
に
位
置
づ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
少
年
た
ち
に
、
そ
の

と
こ
ろ
を
得
さ
ぜ
た
の
で
あ
る
。

家
婁
家
業
従
裏
者
。

　
持
固
中
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
家
事
家
業
に
従
事
し
た
者
は
五
七
人
で
、
回

答
者
総
数
の
二
五
％
で
あ
る
。
こ
の
五
七
名
の
青
年
達
は
、
就
職
し
尤
グ
ル
ー
プ

と
同
様
に
、
進
学
で
き
な
か
つ
た
い
う
点
で
、
恵
ま
れ
な
い
事
情
に
あ
つ
た
一
近

郊
村
だ
か
ら
進
学
の
便
は
あ
り
、
ま
た
胃
家
の
業
を
継
ぐ
に
し
て
も
、
一
高
等
学
校

の
程
度
の
致
養
は
望
ま
れ
る
の
に
、
こ
の
村
に
多
い
h
む
り
な
進
学
」
も
、
彼
等

は
で
き
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
五
七
人
を
、
1
家
族
関
係
で
区
別
す
る
士
、
長
男
・
二
三
男
。
二

三
女
が
何
れ
も
一
七
人
で
三
〇
％
す
？
、
長
女
・
が
六
人
で
一
（
）
％
で
あ
る
。
長
男

暦
は
家
業
を
継
ぜ
、
将
来
の
職
業
計
画
は
立
つ
と
し
て
も
、
こ
の
村
の
平
均
経
営

規
模
は
田
七
．
五
反
、
畑
丁
六
反
で
あ
り
、
農
業
一
本
で
や
つ
て
ゆ
け
る
一
町
三

反
以
上
の
農
家
は
、
全
農
家
の
一
〇
％
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
彼
等
の
う
ち
幾
人
が

專
業
農
家
の
経
営
を
職
業
と
す
る
ζ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
二
十
三
年

三
月
卒
業
の
N
君
は
、
経
理
学
校
で
一
年
勉
強
し
て
か
ら
、
家
の
農
業
に
從
事
し

て
い
る
が
、
昭
和
二
十
五
年
以
来
、
松
江
の
造
園
師
に
雇
わ
れ
て
そ
の
職
を
見
習

い
、
そ
し
て
翌
年
か
ら
百
姓
吐
事
の
日
雇
に
も
出
て
い
る
。
農
家
の
長
出
ヵ
で
あ
つ

て
も
「
ど
ん
な
仕
事
で
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
た
い
」
と
、
N
君
は
書
い
て

い
る
。

　
長
男
で
あ
つ
て
も
、
家
業
以
外
の
職
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
と
い
う
の
に
、

二
三
男
が
長
男
と
同
数
も
家
業
に
從
事
し
て
い
る
の
は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。
動
力

　
　
　
　
　
、
　
、
　
お
　
　
、
　
、

の
晩
穀
機
や
も
み
す
り
機
は
そ
れ
ム
＼
全
農
家
の
七
〇
％
、
六
〇
％
と
普
及
し
て

い
る
が
、
耕
転
機
は
二
七
五
戸
の
農
家
に
た
£
一
台
し
か
な
い
。
平
均
反
別
田
七

．
五
反
の
零
紬
農
業
で
耕
・
縁
機
の
使
用
は
、
共
同
作
業
を
前
提
と
せ
ね
ば
、
資
本

計
算
が
威
り
立
た
な
い
。
隣
保
や
部
落
の
共
同
作
業
の
難
し
い
農
家
に
、
申
学
校

を
卒
業
し
て
蔵
人
並
み
の
体
格
と
な
つ
た
青
少
年
た
ち
が
、
殊
に
農
繁
期
に
は

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

か
け
が
え
の
な
い
て
ま
で
あ
る
。
将
来
の
職
業
な
ど
、
考
え
る
余
裕
が
な
い
、
牛

sokyu



「
1
－
＝

30

日
の
急
左
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
家
事
家
業
に
つ
い
て
い
る
の
が
、
こ
の
グ
ル

ー
プ
わ
げ
て
も
二
三
男
暦
の
青
少
年
た
ち
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
親
許
に
抱
え
こ
ま
れ
た
二
三
男
た
ち
は
、
数
年
間
の
労
働
力
と
し
て

重
宝
さ
れ
る
が
、
平
均
七
・
五
反
の
田
に
頼
る
こ
の
村
に
、
何
時
ま
で
も
止
ま
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
地
域
の
生
産
に
必
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
な
い
こ

と
を
直
感
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
村
の
旧
家
で
イ
ン
テ
リ
で
あ
る
S
氏
の
乱
落
で

も
、
縁
故
を
た
ど
つ
て
東
京
の
中
小
企
業
に
雇
わ
れ
て
い
つ
た
青
年
が
、
こ
の
頃

だ
ん
ぐ
と
あ
る
と
語
つ
て
い
る
。
然
し
数
年
間
を
、
家
で
農
業
を
や
つ
て
い
た

と
い
う
だ
け
で
は
↓
薪
し
く
と
び
こ
ん
だ
職
業
生
活
で
、
未
経
験
無
技
能
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
ち

て
、
同
年
の
青
年
た
ち
よ
り
不
利
な
立
場
に
が
ま
ん
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
こ

の
傾
向
は
、
持
田
村
に
隈
つ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
に
み
ら
れ
る
。
中
学
校

で
学
校
生
活
を
終
る
生
徒
が
、
出
合
う
こ
の
困
難
や
不
適
応
を
、
学
校
は
よ
く
見

定
め
て
指
導
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
。
教
科
と
し
て
の
職
業
・
家
庭
科
で
、

基
礎
的
技
術
や
知
的
理
解
が
啓
発
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
現
実
の
生
産
機
構
に
直
結

し
た
労
働
市
場
へ
、
卒
業
生
を
差
向
け
る
に
は
指
導
サ
ー
ビ
ス
が
屈
き
か
ね
る
よ

う
だ
。
組
織
と
計
画
の
あ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
し
て
の
職
業
指
導
が
行
わ
れ
な

い
隈
り
職
業
生
活
に
お
け
る
嘗
主
的
な
態
度
が
形
威
さ
れ
す
、
持
田
申
学
校
の
卒

業
生
に
み
ら
れ
る
職
業
生
活
の
踏
み
出
し
の
誤
算
が
、
今
後
も
く
り
返
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。

　
持
田
の
よ
う
に
近
郊
村
で
あ
れ
ば
、
就
職
の
機
会
に
恵
ま
れ
、
い
わ
ゆ
る
下
宿

型
の
農
村
で
あ
る
筈
だ
が
，
・
松
江
市
は
企
業
が
貧
弱
で
、
労
働
市
場
と
し
て
は
挾

小
で
あ
る
た
め
、
以
前
の
よ
う
に
二
三
男
を
受
入
れ
る
余
地
が
な
い
。
持
田
村
の

立
地
条
件
は
、
前
に
も
遊
べ
た
よ
う
に
、
雫
場
単
作
地
帯
で
風
水
害
が
少
く
、
野

　
　
　
　
　
、
　
、

茱
や
薪
炭
の
ふ
り
売
り
で
、
幾
ら
か
の
現
金
牧
入
が
あ
る
の
で
、
広
い
全
国
の
雇

傭
の
状
況
に
つ
い
て
、
大
人
も
青
少
年
も
は
つ
き
り
し
た
見
透
を
う
し
な
い
が
ち

で
あ
る
。
村
の
生
活
の
全
面
に
弦
が
る
田
畑
に
ぼ
、
古
い
慣
行
農
法
が
く
り
返
さ

れ
て
い
る
と
同
じ
に
、
人
々
の
職
業
意
識
も
慣
習
を
脱
し
切
れ
な
い
で
い
る
。
今

日
、
農
村
の
申
学
校
は
、
地
域
杜
会
の
学
校
と
し
て
、
村
の
課
題
を
解
決
し
遺
求

す
る
役
割
を
も
つ
な
ら
ば
、
た
じ
教
室
の
内
だ
け
で
な
く
、
父
母
と
の
緒
び
つ
き

を
か
た
く
し
、
そ
の
ル
．
－
ト
を
通
し
て
、
農
村
杜
会
の
職
業
観
を
高
め
、
青
少
年

の
間
題
を
、
足
許
に
火
が
つ
い
た
急
場
の
仕
事
と
し
て
、
取
組
む
よ
う
に
も
つ
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
O

　
　
②
進
路
決
定
の
理
由

　
中
学
校
の
卒
業
生
が
、
そ
の
進
路
を
決
定
す
る
要
因
は
句
で
あ
る
か
、
こ
の
分

析
は
教
百
計
画
の
基
礎
資
料
と
な
る
。
こ
の
目
的
で
持
田
中
学
校
の
卒
業
生
に
、

進
路
決
定
の
動
機
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
質
問
の
選
択
肢
は
「
ω
自
分
の
能
力
や
興

味
に
合
う
」
「
②
牧
入
が
よ
い
」
「
㈹
將
来
、
有
望
で
あ
る
」
「
㈹
家
の
都
合
で
」

「
⑤
他
に
よ
い
と
こ
ろ
が
な
い
」
「
⑥
友
達
が
そ
う
す
る
か
ら
」
「
○
り
職
場
や
仕
事

が
き
れ
い
だ
」
「
⑥
別
に
理
由
は
な
い
」
の
八
項
目
と
し
た
。

　
八
項
目
の
う
ち
ω
か
ら
③
ま
で
は
自
已
の
進
路
に
対
し
、
進
学
・
競
職
及
び
家

事
家
業
従
事
の
何
れ
を
間
わ
す
、
明
る
い
希
望
を
も
ち
、
進
路
選
択
に
積
極
的
な

意
欲
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
一
括
し
て
意
欲
型
と
し
た
。
㈹
と
⑤
は
家
庭

環
境
や
杜
会
情
勢
に
從
つ
て
い
る
か
ら
順
応
型
と
し
、
⑥
ω
⑧
は
態
度
が
消
極
的

で
進
路
を
選
択
す
る
能
力
が
低
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
他
律
型
と
し
た
。
然
し
、

ご
の
他
律
型
は
進
賂
選
択
の
能
力
、
す
な
わ
ち
職
業
観
の
確
立
の
点
か
ら
は
、
高
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く
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
意
欲
型
と
順
応
型
は
容
易
に
甲
乙
を
つ
け
難

い
。
た
と
え
ば
、
　
「
家
の
都
合
で
」
進
路
を
決
定
し
て
も
、
職
業
の
無
自
覚
か
ら

そ
う
し
た
の
も
あ
れ
ば
、
ま
た
自
分
の
能
力
や
興
味
を
考
え
、
將
来
性
も
あ
る
と

見
透
し
た
上
で
、
「
家
の
都
合
」
に
從
つ
た
の
も
あ
ろ
う
。
職
業
指
導
の
通
念
と

し
て
、
広
義
に
適
性
と
い
う
場
合
、
興
味
・
意
欲
・
体
力
・
知
能
・
性
能
と
共
に

家
庭
環
境
を
含
め
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
わ
け
て
経
済
事
情
が
、
個
人
の
進
路

を
左
右
す
る
点
か
ら
考
え
て
も
「
家
の
都
合
で
」
職
業
経
魔
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
す
べ
て
職
業
観
が
低
い
、
と
す
る
の
は
酷
で
あ
ろ
う
。

「
他
に
よ
い
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
の
も
、
今
日
の
労
働
市
場
が
、
求
人
者
の

買
手
市
場
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
中
学
校
の
卒
業
生
の
適
性
を
、
ど
こ
ま
で
も
突
つ

ぱ
つ
て
売
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
底
の
浅
い
日
本
の
生
産
機
構
で
は
、
彼
等
は

常
に
労
働
力
の
弱
い
売
手
で
あ
る
。
「
他
に
よ
い
と
こ
ろ
が
な
い
」
の
で
や
む
な

く
勤
め
た
り
家
秦
に
從
つ
た
り
寸
る
の
は
、
必
す
し
も
職
業
選
択
の
能
力
が
劣
つ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
う
み
る
と
順
応
型
を
区
別
す
る
の
は
難
色
が
あ
る
が
、

進
路
決
定
の
要
因
を
み
る
の
が
ね
ら
い
で
あ
る
た
め
、
一
応
そ
の
区
別
を
と
つ

た
。　

そ
の
よ
う
な
考
え
方
で
、
持
田
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
決
定
の
理
由
を
ま
と
め

る
と
、
意
欲
型
が
九
〇
人
で
回
答
者
の
三
九
％
、
順
応
型
が
六
一
人
で
二
四
％
他

偉
型
が
二
〇
人
で
九
％
、
何
も
回
答
し
な
い
者
が
案
外
多
く
五
四
人
で
二
三
％
も

あ
る
。
意
欲
型
の
青
少
年
は
、
少
く
と
も
旨
分
の
能
力
に
合
う
と
か
、
牧
入
が
多

い
と
か
、
或
は
將
来
有
望
で
あ
る
と
か
判
断
し
て
、
そ
の
方
面
の
職
業
に
就
い
た

り
、
ま
た
は
そ
の
職
業
を
準
備
す
る
課
程
に
進
学
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
点

で
は
恵
ま
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
八
年
三
月
の
卒
業
生
で
は
一
こ
の
好
ま
し
い
決

定
を
し
た
者
が
多
く
、
男
子
二
二
人
、
女
子
七
人
で
五
一
％
で
あ
る
。
彼
等
は
農

林
高
校
、
工
業
高
佼
、
家
政
高
校
、
経
理
学
校
、
洋
裁
学
園
及
び
職
業
補
導
所
に

進
学
し
た
者
が
多
い
。
職
業
課
程
に
進
学
す
る
場
合
に
、
旺
盛
な
意
欲
を
も
つ
て

い
る
こ
と
は
、
都
市
の
上
暦
中
暦
の
階
級
で
、
徒
ら
に
普
通
課
程
の
高
校
へ
と
競

箏
し
て
い
る
の
に
比
し
、
健
全
な
傾
向
と
い
え
る
。
意
欲
型
の
多
く
な
つ
た
の
は

昭
和
二
十
六
年
の
卒
業
生
か
ら
で
翌
二
十
七
年
を
除
き
、
す
つ
と
四
〇
％
を
超
え

て
い
る
。
二
十
七
年
も
こ
の
型
が
三
二
％
あ
り
、
特
に
こ
の
年
に
多
い
順
応
型
三

五
％
を
加
え
る
と
、
や
は
り
選
職
能
カ
は
必
す
し
も
劣
つ
て
は
い
な
い
。
数
年
来

生
徒
の
進
路
指
導
に
力
を
入
れ
て
き
た
と
、
地
許
有
志
と
の
懇
談
会
で
丁
致
頭
が

語
さ
れ
た
の
が
肯
け
る
O

　
順
応
型
で
は
、
こ
の
よ
う
に
昭
和
二
十
七
年
卒
業
生
に
多
い
が
「
家
の
都
合
で
」

と
答
え
た
者
の
多
く
は
、
家
で
農
業
に
從
う
者
、
小
企
業
に
勤
め
る
春
、
隣
村
の

定
時
制
高
校
や
夜
間
高
校
に
進
学
し
た
者
で
あ
る
。
「
他
に
よ
い
と
こ
ろ
が
な
い
」

と
い
う
者
の
う
ち
に
、
普
通
高
校
へ
進
学
し
た
者
が
あ
る
。
一
般
に
普
通
高
校
の

生
徒
に
は
、
こ
の
型
が
か
な
り
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
申
学
校
の
ヨ
進
路
指
導
が
充
実

し
、
普
通
高
校
偏
重
の
考
え
方
が
是
正
さ
れ
る
な
ら
、
職
業
生
活
の
基
礎
を
固
め

ね
ば
な
ら
ぬ
青
年
期
を
、
遣
革
喰
う
こ
と
な
く
進
み
、
大
学
浪
人
な
ど
あ
れ
ほ
ど

生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。
職
業
指
導
は
進
学
者
も
対
象
と
す
べ
き
理
由
が
こ
、
㌧
に
あ

り
、
豪
た
こ
の
点
か
ら
今
日
、
申
等
学
校
が
受
験
準
備
の
予
備
校
化
し
て
い
る
こ

と
も
反
省
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
他
律
型
は
少
く
、
「
友
達
が
そ
う
す
る
か
ら
」
は
た
じ
一
人
、
通
常
こ
の
種
の

調
査
で
何
％
か
は
あ
る
「
職
場
や
仕
事
が
き
れ
い
だ
」
は
皆
無
で
あ
つ
た
。
徒
つ

て
、
こ
の
型
で
は
殆
ん
ど
が
「
別
に
理
由
は
な
い
」
の
該
当
者
で
、
他
の
七
つ
の
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選
択
肢
に
偲
い
当
り
が
准
伽
士
き
、
い
き
去
小
こ
れ
に
落
付
い
た
者
も
い
る
で
あ

ろ
う
。
少
薮
で
は
あ
る
が
進
路
侭
対
し
て
無
定
見
な
て
，
の
グ
ル
ー
プ
に
、
進
学
者

が
あ
つ
た
の
は
心
紬
い
。
家
業
や
小
企
業
仁
働
い
て
い
る
者
に
も
何
人
か
あ
つ
た

が
、
こ
れ
ら
の
青
少
年
は
、
職
場
や
進
学
先
・
で
不
適
応
を
お
こ
し
易
い
。
卒
業
後

の
遣
補
導
が
中
学
校
の
教
育
計
画
に
取
入
れ
ら
れ
ね
ば
、
彼
等
の
職
業
生
活
に
は

不
安
が
あ
る
◎

　
無
応
答
が
五
四
人
、
回
答
者
の
二
三
％
も
あ
つ
た
の
は
、
卒
業
時
に
さ
か
の
ぼ

つ
て
想
い
起
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
他
律
型
の
消
極
的
な

都
類
に
属
す
る
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
’

　
以
上
で
進
路
決
定
の
理
由
や
動
機
を
、
三
つ
の
型
に
分
け
て
み
た
の
で
あ
る
が

回
答
者
の
三
九
％
九
〇
人
が
申
学
校
卒
業
の
際
に
、
意
欲
的
に
進
路
を
選
び
、
職

業
生
活
や
そ
の
準
備
コ
ー
ス
に
邊
し
く
踏
み
出
し
て
い
る
。
彼
等
は
生
活
の
方
途

を
、
自
主
的
に
判
断
し
て
い
る
。
順
応
型
の
グ
ル
ー
ブ
は
「
家
の
都
合
」
や
「
他

に
よ
い
と
こ
ろ
が
な
い
」
た
め
、
意
欲
型
の
者
よ
り
、
さ
ら
に
深
い
思
慮
を
も
つ

て
、
そ
う
答
え
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
「
家
の
郡
合
」
や
「
他
に
よ
い
と
こ
ろ

が
な
い
」
と
答
え
た
者
の
調
査
票
で
、
そ
の
後
の
転
職
や
進
路
の
助
言
者
と
照
し

合
わ
せ
て
み
て
も
、
意
欲
型
よ
り
も
思
慮
が
深
い
と
思
わ
れ
る
者
は
余
り
な
い
。

從
つ
て
進
路
決
定
の
理
由
や
動
機
か
ら
は
、
持
田
申
学
校
卒
業
の
職
業
意
識
は
三

九
％
ψ
数
字
が
お
う
よ
そ
の
上
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
裏
付
け
る
も
の
は
、
先
に
も
述
べ
先
持
田
村
の
地
域

性
か
ら
く
る
、
停
滞
し
た
意
識
に
求
め
ら
れ
る
が
、
他
に
私
た
ち
が
持
田
申
学
校

で
行
つ
先
F
式
選
幟
鹿
カ
テ
ス
ト
及
び
そ
れ
と
共
に
試
み
尭
学
校
施
設
の
評
価
が

あ
る
。

　
F
式
選
幟
能
力
一
丁
ス
ト
上
は
、
福
仙
重
一
氏
（
嶋
と
浪
遠
大
学
教
育
学
部
長
）

の
考
案
に
威
る
も
の
で
、
－
申
学
校
生
徒
が
職
業
を
選
択
す
る
能
力
を
、
そ
の
嘗
已

分
析
。
職
業
分
析
及
び
職
業
試
行
の
蔵
就
度
に
よ
つ
て
数
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
三
要
素
の
樫
度
が
高
い
ぼ
ど
進
路
選
択
に
当
つ
て
安
当
な
判
断
が

で
き
る
、
と
す
る
テ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
構
威
に
関
す
る
批
判
は
別
の

機
会
に
ゆ
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
農
村
・
漁
村
・
町
と
三
つ
の
申
学
校
（
持
田
、

加
賀
及
び
松
江
第
四
の
三
つ
の
伸
学
校
）
で
行
つ
た
と
こ
ろ
、
各
校
干
均
点
で
持

田
が
第
三
位
で
あ
つ
た
。

　
ま
た
職
－
業
指
導
に
必
要
な
職
業
指
導
窒
、
検
査
器
具
、
各
特
別
教
室
、
農
場
、

体
育
並
侭
商
業
実
習
施
談
の
扶
況
も
、
同
じ
く
第
三
位
で
あ
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
、
生
徒
を
と
り
か
こ
む
村
、
部
落
、
学
校
、
家
庭
な
ど
の
環
境
条

件
が
、
近
郊
村
で
あ
る
に
拘
わ
ら
す
、
彼
等
を
安
易
に
職
業
に
向
か
わ
せ
て
い
る
。

村
も
学
校
も
家
庭
も
一
つ
に
な
つ
て
、
彼
等
の
た
め
に
指
導
を
与
え
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
な
意
識
の
更
薪
に
ま
つ
べ
き
役
割
は
、
学
校
教
育
が
先

す
背
負
わ
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
日
本
の
杜
会
の
宿
命
で
あ
る
。
特
に
農
山
漁
村

の
中
学
校
は
こ
の
役
割
が
重
く
大
き
い
。

　
．
③
　
進
路
に
関
し
て
誰
と
相
談
し
た
か

　
調
査
票
の
一
項
目
に
「
そ
の
仕
事
は
主
と
し
て
誰
が
選
ん
だ
か
」
と
出
し
、
「
㈹

両
親
」
「
②
親
類
、
知
人
」
「
③
友
達
」
「
㈹
先
生
」
「
⑤
安
定
所
の
職
員
」
「
⑥
自

分
で
」
「
ω
そ
の
他
」
の
何
れ
か
を
選
ば
せ
た
。
こ
れ
は
中
学
校
卒
業
の
際
、
進

路
を
決
定
す
る
の
に
謹
か
ら
勤
言
を
得
た
か
、
を
答
え
さ
せ
る
と
共
に
そ
の
後
、

上
級
学
校
を
卒
業
し
て
再
び
進
路
を
決
定
す
る
と
き
、
並
に
就
幟
者
が
転
職
な
ど

sokyu
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で
進
路
を
変
更
す
る
と
ぎ
の
助
言
者
を
答
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
卒
業
時
の
進
路
決
定
で
も
、
卒
業
後
の
進
路
変
更
で
．
も
「
1
自
分
で
」
「
両
親
、

親
類
一
、
知
人
、
友
人
」
が
多
く
「
先
生
」
「
安
定
所
の
職
員
」
が
少
く
、
ま
た
無

応
答
が
か
な
り
あ
る
ζ
と
、
で
あ
、
る
。
回
答
者
た
ち
の
言
う
と
お
り
だ
と
す
れ
ば
、

学
校
教
育
や
職
業
安
定
行
政
の
影
が
5
す
く
な
る
。
も
う
少
し
そ
こ
ら
の
点
数
が

よ
く
て
も
よ
さ
そ
う
だ
と
い
え
る
。
．

．
．
学
校
も
安
定
所
も
職
業
指
導
で
は
、
生
徒
や
就
職
者
の
進
路
に
つ
い
て
援
助
、

助
言
ぼ
与
え
る
．
げ
れ
ど
も
、
最
後
の
決
定
は
彼
等
自
身
に
行
わ
せ
る
の
が
、
原
則

で
、
あ
る
、
だ
か
ら
彼
等
の
多
ぐ
が
「
賞
分
で
」
と
答
え
る
の
は
も
つ
と
も
な
こ
と

だ
と
、
元
安
定
所
長
の
F
氏
も
語
っ
て
巻
ら
れ
る
。
し
か
し
卒
業
後
、
転
職
な
ど

青
少
年
の
危
機
に
、
学
校
の
先
生
が
彼
等
の
意
識
に
浮
ば
な
い
と
い
う
の
は
何
故

だ
ろ
ケ
。
、
昭
和
二
十
四
年
の
卒
業
生
で
、
働
き
な
が
ら
夜
間
高
校
を
終
り
、
今
は

ア
ル
バ
イ
ト
と
奨
学
金
で
大
学
に
通
う
青
年
は
、
そ
の
進
路
最
初
の
役
所
勤
め
に

ぼ
「
親
類
」
に
相
談
し
た
が
、
後
の
夜
間
高
校
、
大
学
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
経
歴
は

「
自
分
で
」
選
ん
だ
と
答
え
、
特
に
付
記
し
て
、
初
め
は
「
自
H
分
で
將
来
を
判

断
す
る
力
が
な
か
つ
た
」
、
後
に
は
「
白
H
已
意
識
が
高
ま
り
、
自
H
分
の
能
力
を
知
．

る
」
と
書
い
て
い
る
。
自
已
の
運
命
を
一
人
で
開
拓
し
て
ゆ
く
こ
の
青
年
に
、
一
母

校
の
門
が
ど
れ
だ
け
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

、
ノ4（

転

職

の
　
扶

況

　
年
少
労
働
者
の
転
職
は
、
教
育
の
立
場
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
労
働
生
産
性
の

向
上
と
い
う
産
業
、
労
働
政
策
か
ら
も
重
大
な
間
題
で
あ
る
。
青
少
年
の
転
職
ぼ

常
に
、
下
降
的
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
大
阪
少
年
鑑
別
所
に
牧
容
さ
れ
た
青
少
年
の
半

数
近
ぐ
は
、
半
年
未
満
で
転
職
し
て
い
る
。
（
註
四
）

　
持
田
中
学
校
の
卒
業
生
で
、
就
職
者
・
家
事
家
業
従
事
者
は
計
一
五
六
人
あ
る
。

家
事
家
業
從
事
か
ら
薪
規
に
就
職
し
た
者
二
二
人
を
含
め
て
、
転
職
者
は
五
二
人

．
最
初
の
職
場
に
定
着
し
て
い
る
者
一
〇
四
人
と
い
う
内
訳
で
あ
る
。
転
職
の
固
数

は
一
、
二
回
が
多
く
、
三
同
以
上
は
少
い
、
転
職
者
は
た
い
て
い
申
小
企
業
に
み

ら
れ
、
紡
織
方
面
の
大
企
業
に
は
、
就
職
者
も
少
い
げ
れ
ど
も
ま
だ
出
て
い
な

い
。
職
場
に
お
け
る
青
少
年
の
人
間
形
威
に
、
大
企
業
ぼ
ど
有
利
で
あ
る
こ
と
は

国
立
致
育
研
究
所
の
調
査
（
註
五
）
で
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
女
子
に
は
紡

織
工
場
は
大
口
の
求
人
先
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
農
山
村
の
．
H
小
学
校
で
は
、
生
徒

た
ち
に
羨
望
の
的
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
漁
村
の
S
中
学
校
で
は
未
だ
に
「
女
工

哀
史
」
の
数
に
入
る
よ
ケ
に
、
敬
遠
さ
れ
て
い
る
。
転
職
な
ど
職
場
で
の
不
適
応

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
職
業
惜
報
が
も
つ
と
中
学
校
で
と
り
上
げ
ら
れ
て
も
ポ
か
ろ

う
〇

　
一
般
に
、
転
職
は
年
少
労
働
者
に
多
い
。
東
京
都
の
製
造
工
場
で
は
、
申
掌
校

卒
業
者
は
二
年
四
ケ
月
で
四
三
％
が
転
職
し
（
註
六
）
、
愛
知
果
宝
飯
郡
で
は
こ
牝

が
二
年
牛
で
二
〇
％
を
越
え
て
着
り
（
註
七
）
秋
田
果
の
農
村
の
中
学
校
で
は
就

職
者
の
一
〇
％
が
転
職
し
て
い
る
（
註
八
）
。
持
田
中
学
校
で
は
、
家
事
家
業
從

事
も
就
職
と
し
、
そ
の
後
の
雇
傭
及
び
そ
の
逆
コ
ー
ス
を
共
に
転
職
に
数
え
、
昭

和
≡
二
年
以
後
、
八
年
間
を
通
じ
転
職
者
は
三
三
％
で
あ
る
。
こ
の
計
算
で
は
、

前
の
二
つ
の
場
合
と
比
較
で
き
な
い
が
、
卒
業
後
の
薪
規
就
職
者
ニ
ニ
人
を
転
職

者
か
ら
差
引
い
た
三
九
人
は
、
雇
傭
先
を
変
つ
た
者
と
、
そ
こ
を
離
れ
て
家
に
嬬

づ
た
者
で
あ
る
。
彼
等
は
雇
わ
れ
て
か
ら
、
何
ら
か
不
適
応
を
生
じ
た
の
で
あ
る

が
、
そ
の
折
ど
ヒ
か
ら
助
言
や
援
助
が
与
象
ら
牝
た
で
あ
ろ
う
か
。
生
産
力
o
高
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い
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
さ
え
、
青
少
年
の
職
業
生
活
の
困
難
を
救
う
た
め
、
学
校

教
百
と
職
業
安
定
行
政
を
統
合
し
て
行
う
「
適
応
調
整
所
」
　
　
＞
昌
易
↓
昌
①
暮
’

民
卑
ぎ
寄
の
制
度
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（
誌
九
）

　
　
⑤
　
職
業
生
活
に
麗
す
る
将
来
の
見
透
し

　
現
在
の
職
業
に
定
着
し
て
、
將
来
に
も
そ
の
仕
事
を
続
け
て
ゆ
け
る
見
透
し
を

も
つ
た
者
“
つ
ま
り
今
日
の
杜
会
の
生
産
機
構
に
、
と
も
か
く
位
置
づ
い
て
い
る

者
が
、
卒
業
生
の
う
ち
に
数
が
多
い
ほ
ど
、
そ
の
学
校
の
教
育
が
高
く
評
価
さ
れ

る
。
こ
れ
は
些
か
安
易
な
考
え
方
で
、
卒
業
生
を
取
り
ま
ぐ
杜
会
環
境
は
、
と
く

に
働
く
育
少
年
の
周
囲
に
は
、
根
強
い
反
教
育
的
要
因
が
存
在
し
て
い
る
。
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
　
、
　
　
忠
　
、

の
杜
会
は
戦
後
民
主
々
義
を
装
つ
た
と
は
い
え
、
お
レ
き
せ
の
装
い
で
あ
つ
て
、

学
校
で
た
と
え
民
主
的
な
教
育
を
う
け
て
も
、
い
や
真
に
民
主
的
な
学
校
教
育
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
「
卒
業
後
の
杜
会
で
そ
れ
に
反
す
る
も
の
に
出
会
、
う
で
あ
ろ

う
。
青
少
年
が
自
分
の
職
業
に
定
着
し
う
る
た
め
に
は
、
単
に
公
識
論
の
職
場
の

民
主
化
や
労
働
保
護
や
生
産
性
の
向
上
、
と
い
つ
た
お
題
目
で
割
り
切
れ
な
い
知

性
が
求
め
ら
れ
、
行
動
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
杜
会
を
更
薪
し
、
進
め
て

ゆ
く
た
め
の
邊
し
さ
や
深
さ
が
、
彼
等
の
職
業
生
活
の
過
樫
に
威
し
と
げ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
卒
業
後
の
、
こ
の
人
間
形
成
の
基
礎
は
学
校
が
、
こ
と
に
そ

の
生
産
教
育
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
固
め
ら
れ
、
そ
の
援
助
は
、
学
校
の
行

う
遺
補
導
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
る
。
卒
業
生
の
定
着
状
況
で
学
校
を
評
価
す
る
こ

と
は
、
こ
の
意
味
合
い
で
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
持
田
申
学
校
の
八
ヶ
年
に
わ
た
る
卒
業
生
に
、
将
来
の
職
業
生
活
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
五
つ
の
選
択
肢
を
与
え
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

現
在
の
職
業
に
安
定
し
て
、
「
㈹
今
の
仕
事
を
続
げ
た
い
」
’
者
が
一
〇
二
名
で
回

答
者
全
員
の
四
四
％
、
「
②
適
当
な
仕
事
が
あ
つ
た
ら
変
り
た
い
」
が
二
八
名
で

、
二
一
％
、
「
③
仕
事
を
変
え
る
見
通
し
が
立
つ
て
い
る
」
が
一
八
名
で
八
％
、
「
㈹

仕
事
を
変
り
た
い
が
、
ど
ケ
に
も
な
ら
な
い
」
が
一
七
名
、
七
％
、
「
㈲
將
来
の

こ
と
は
考
え
な
い
」
二
名
、
四
％
、
無
応
答
が
五
三
名
、
二
三
％
と
な
つ
て
い

る
。

　
農
村
青
少
年
が
、
現
在
の
職
業
を
継
続
し
た
い
と
す
る
意
志
は
割
に
強
く
、
国

立
研
究
所
の
調
査
で
も
都
分
抽
出
で
あ
る
が
、
農
莱
青
少
年
の
男
子
の
八
O
％
内

外
、
女
子
は
や
∫
低
位
、
が
継
続
意
志
で
あ
る
の
に
、
持
田
村
で
は
男
女
平
均
で

四
四
％
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
（
註
一
〇
・
）
従
つ
て
「
適
当
な
仕
事
が
あ
つ
た
ら

変
り
た
い
」
以
下
の
三
者
を
、
継
続
意
志
の
な
い
も
の
と
み
る
な
ら
、
ご
れ
が
計

二
七
％
と
な
り
、
右
の
調
査
で
石
川
果
の
貧
し
い
漁
村
北
大
香
村
の
場
含
と
同
率

で
あ
る
。
こ
の
漁
村
で
は
行
誌
つ
た
生
産
に
青
少
年
は
も
は
や
居
着
か
れ
す
、
村

外
に
出
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
窮
追
し
た
事
惜
が
存
在
し
て
い
る
。

　
農
村
と
し
て
は
、
青
少
年
の
継
続
意
志
が
低
い
が
、
製
造
業
に
比
較
す
る
と
高

く
、
東
京
都
の
製
造
工
業
で
は
、
職
に
居
つ
い
て
続
け
た
い
と
い
う
者
は
二
〇
％

し
か
み
ら
れ
な
い
。
（
註
二
）
持
田
が
近
郊
村
で
あ
り
、
農
業
以
外
の
從
事
者

も
含
ま
れ
て
い
．
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
継
続
意
志
を
も
つ
者
の
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
の
仕
事
を
続
け
た
い
と
い
う
持
岡
申
学
校
卒
業
生
一
〇
二
名
が
、
果
し
て

杜
会
の
生
産
機
構
に
正
し
く
位
置
づ
い
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
彼
等
が
家
族

の
う
ち
に
占
め
る
位
置
、
す
な
わ
ち
長
男
、
二
三
男
及
び
女
子
の
別
と
そ
の
従
事

し
て
い
る
産
業
と
を
調
べ
た
。
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産業、続柄、性別にみた職業継続意志　（持田申学校卒業生）

合
計

30人20人10入
人数

喝

63

26

6
刃

長男
男…二

女子

1
　
　
　
次

〃

0

H
3

長男
男三二

女手

正
　
　
　
次

25

3

M
8

長男
男

女子

皿
　
　
　
次

201

29

31

犯

長男
男ご－

女子

合
　
　
　
討

　
図
が
示
し
た
よ
う
に
、
さ
す
が
農
村
で
あ
る
だ
け
に
、
継
続
意
志
を
表
明
し
て

い
る
の
は
、
第
一
玖
産
業
た
る
農
業
に
一
ば
ん
多
く
、
長
男
二
六
名
、
二
男
六
名
、

女
子
三
一
名
で
あ
る
。
第
二
次
産
薬
に
な
る
と
ウ
ン
と
減
り
、
長
男
ぼ
皆
無
、
二

三
男
二
名
、
一
女
子
三
名
と
い
う
少
数
で
あ
り
、
第
三
玖
産
業
で
は
長
男
三
名
、

二
三
男
一
四
名
、
女
子
八
名
と
第
二
次
産
業
よ
り
ぼ
僅
か
に
塘
し
て
く
る
。

　
持
田
申
学
校
の
卒
業
生
で
、
こ
ん
ど
の
調
査
で
の
回
答
者
二
二
八
名
中
、
長
努

の
数
は
五
一
名
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
う
ち
二
六
名
が
農
家
の
後
継
者
と
し
て
、
現
、

に
い
そ
し
ん
で
い
る
農
業
を
生
涯
の
仕
事
と
す
る
考
え
で
い
る
。
一
父
祖
伝
来
の
固

畑
に
打
ち
込
ん
で
働
く
こ
と
に
よ
つ
て
、
生
活
の
設
計
を
立
て
よ
う
と
し
、
．
そ
の

た
め
の
生
産
手
段
が
与
え
ら
れ
る
人
火
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
．
女
子
の
三
一
名

が
農
業
を
続
け
た
い
と
い
う
の
は
、
遅
れ
た
農
村
の
意
識
の
う
ち
に
育
つ
た
彼
等

が
、
前
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
進
路
決
定
の
助
言
者
に
親
類
縁
者
が
多
い
こ
と
か
ら

し
て
も
肯
け
る
。
近
代
的
な
自
覚
に
目
覚
め
な
い
ま
二
に
、
い
す
れ
農
村
の
女
子

は
農
村
で
結
婚
し
、
⊥
農
家
の
主
婦
と
な
る
こ
と
を
当
然
と
考
え
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
一
般
に
農
村
の
女
子
が
結
婚
の
相
手
に
俸
給
生
活
者
を
望
む
傾
向
が
あ
－
る
の

に
、
持
田
村
の
平
穏
無
事
と
い
つ
た
地
域
性
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
も
現
わ
れ
、

女
子
に
も
職
業
観
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
。

　
し
か
し
持
田
村
の
よ
う
に
職
業
人
口
の
九
〇
％
近
く
が
農
業
者
で
あ
る
農
村
の

申
学
校
で
は
、
女
生
徒
も
男
生
徒
も
か
な
り
の
数
が
農
業
を
將
来
の
職
業
と
す
る

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
あ
げ
た
数
字
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
く
ど
い
よ
う
だ
が
、
申

学
校
卒
業
後
す
ぐ
家
事
家
業
に
入
つ
た
者
は
八
年
間
に
五
七
名
、
全
員
の
二
五
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篶
　
　
池

で
あ
る
。
農
業
高
校
に
進
ま
な
い
彼
等
は
、
す
ぐ
に
農
家
の
て
ま
と
な
つ
て
重
宝

が
ら
れ
る
が
、
そ
の
為
に
修
得
す
る
農
業
生
産
の
技
術
は
、
よ
ほ
ど
優
れ
た
農
業

改
良
指
導
員
が
い
る
か
、
青
年
学
校
や
四
H
ク
ヲ
ブ
が
適
切
に
運
営
さ
れ
て
い
な

い
隈
り
、
持
田
の
遅
れ
た
地
域
性
そ
の
ま
」
の
慣
行
農
法
を
丁
歩
ム
出
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
。
私
が
懇
談
し
た
そ
の
方
面
の
人
々
は
、
い
す
れ
も
善
意
と
熱
意
を
抱

い
て
お
ら
れ
た
が
、
未
だ
道
遠
し
の
感
を
う
け
た
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
の
住
民
の
苦
し
い
納
税
に
よ
つ
て
設
け
ら
れ
た
持
田
申
学
校

の
致
育
、
特
に
生
産
教
育
や
職
業
指
導
は
、
農
業
を
大
き
い
桂
と
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
が
教
育
の
方
法
と
L
て
最
も
適
切
で
あ
り
、
有
利
で
あ

る
。
（
註
二
一
）
適
切
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
平
場
単
作
地
と
し
て
「
改
良
を
運
し

と
待
た
牝
る
こ
の
村
の
村
作
り
に
、
腰
を
す
え
て
か
∫
る
農
民
の
育
威
こ
そ
申
学

‘

●

sokyu
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校
の
課
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
有
利
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
職
業
科
の
選
択
コ

ー
ス
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
や
努
力
が
農
業
に
注
が
れ
る
な
ら
ば
、
一

或
は
ホ
ー
ム
プ
恒
ジ
ヱ
ク
ト
や
農
場
経
営
を
機
縁
と
し
て
、
地
域
の
生
産
に
結
び

保
護
者
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
∫
で
そ
う
い
う
の
は

漁
村
の
K
中
学
校
士
比
較
調
査
し
て
、
生
徒
の
栽
培
や
飼
育
の
職
業
試
行
が
少
な

く
、
ま
た
設
立
後
八
年
に
も
な
る
の
に
農
場
は
畑
一
畝
に
過
ぎ
す
、
農
具
は
不
揃

で
こ
れ
も
K
中
学
校
に
逢
か
に
劣
つ
て
い
る
と
い
う
農
村
中
学
校
の
貧
困
が
あ
る

か
ち
で
あ
る
。

　
現
在
の
仕
事
を
継
け
た
い
者
？
牛
数
以
上
の
六
三
名
が
、
第
一
玖
産
業
た
る

農
業
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
に
比
べ
、
第
二
次
産
業
で
は
僅
か
に
一
四
名
し
か
な

い
。
こ
れ
は
父
兄
の
職
業
観
の
甘
さ
に
も
帰
せ
ら
れ
る
が
、
農
村
杜
会
で
は
そ
の

文
化
の
セ
ン
ダ
ー
と
な
る
べ
き
、
中
学
校
の
産
業
致
育
や
職
業
指
導
が
少
な
か
ら

す
責
を
負
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
長
男
層
で
は
一
人
む
第
二
次
産
業
で
そ
の
職

場
に
適
応
し
て
い
る
者
が
い
な
い
し
、
ま
た
女
子
で
は
三
名
に
過
ぎ
な
い
。
中
学

校
の
産
業
教
育
は
国
民
経
済
、
．
国
民
生
活
の
改
善
に
役
立
つ
た
め
、
機
械
・
電
気
・

化
学
の
技
術
を
中
核
と
す
る
工
業
関
係
に
重
点
を
お
く
よ
う
説
か
れ
て
い
る
。

1
（
註
二
二
）
し
か
し
農
村
．
の
中
学
校
と
し
て
そ
の
よ
う
な
技
術
教
育
の
施
設
が
貧

弱
に
過
ぎ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
農
村
的
分
野
と
並
ん
で
工
業
的
分
野
の
基
本
と

な
る
科
学
原
理
が
敢
り
上
げ
ら
れ
、
か
く
す
る
こ
と
で
工
業
的
分
野
の
、
從
つ
て

第
二
次
産
業
に
関
す
る
知
識
及
び
態
度
が
、
就
職
と
い
う
切
実
な
契
機
を
通
じ
て

、
卒
業
生
達
の
進
路
に
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
筈
で
あ
る
。

　
も
し
日
本
の
杜
会
に
と
つ
て
、
重
要
な
産
業
分
野
を
克
き
わ
め
、
そ
の
産
業
を

麦
え
て
い
る
お
も
な
技
術
の
体
系
を
類
型
化
し
、
各
産
業
分
野
に
共
通
し
て
多
1
く

あ
ら
わ
れ
る
作
業
類
型
を
選
び
串
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
エ
業
化
印
ち
機
械
・
電
気
・

化
学
の
分
野
で
あ
る
。
た
F
農
村
中
学
校
で
こ
れ
ら
の
技
術
教
育
の
困
難
は
肯
け

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
以
て
凡
て
不
可
能
と
す
る
は
早
す
ぎ
る
。
農
村
に

次
第
に
1
と
り
入
れ
ら
れ
た
耕
転
や
晩
穀
調
整
の
「
機
械
」
「
電
気
」
壌
土
、
肥
料

管
理
や
病
虫
害
駆
除
の
「
化
学
」
、
　
こ
れ
ら
は
地
域
の
生
産
や
生
徒
達
の
生
活
に

見
聞
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
農
村
申
学
校
が
農
業
分
野
に
関
連
し
て
工
業
の
分
野

へ
と
基
礎
的
技
術
を
指
導
す
る
方
途
も
開
か
れ
る
。
第
二
弐
産
業
で
安
定
し
て
い

る
卒
業
生
が
少
い
こ
と
が
、
農
村
中
学
校
の
盲
点
で
な
け
れ
ば
よ
い
。

　
第
三
亥
産
業
で
は
継
続
希
望
者
が
第
二
次
よ
り
多
く
、
二
五
名
と
二
倍
近
く
な

つ
て
い
る
。
両
方
と
も
二
、
三
男
暦
の
進
出
が
示
さ
れ
、
彼
等
は
落
着
く
こ
と
の

で
き
な
い
地
域
の
生
産
構
造
か
ら
踏
み
出
L
て
、
そ
れ
＾
＼
稜
術
を
修
得
し
、
役

所
や
事
業
場
に
勤
務
し
て
い
る
。
例
へ
ば
或
る
者
は
職
業
補
導
所
を
出
て
工
員
や

大
工
と
な
り
、
工
業
高
校
か
ら
農
機
製
造
工
場
へ
と
進
み
、
或
は
経
理
学
校

統
計
事
務
所
と
、
そ
れ
λ
＼
に
堅
実
な
職
業
生
活
の
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
い
か
に

も
職
場
の
適
応
者
と
い
つ
た
青
少
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
甲
斐
性
あ
る
二
、
三
男

で
自
ら
進
路
を
き
り
ひ
ら
い
た
か
、
或
は
何
か
条
件
に
恵
ま
れ
た
者
で
あ
つ
て
、

他
に
多
く
職
業
生
活
で
の
不
安
定
者
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一

　
継
続
希
望
者
以
外
の
、
不
安
定
な
態
度
で
現
在
の
仕
事
に
從
つ
て
い
る
「
適
当

な
仕
事
が
あ
つ
た
ら
変
り
た
い
」
者
や
「
仕
事
を
変
り
た
い
が
ど
う
に
も
な
ら
な

い
」
者
は
計
四
五
名
、
圓
答
者
の
一
九
％
で
、
こ
の
程
度
の
数
は
国
茸
研
究
所

の
調
査
と
も
余
り
変
ら
な
い
。
仕
事
を
変
り
た
い
と
い
う
て
も
．
「
適
当
な
仕
事
が

あ
つ
た
ら
」
と
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
と
で
は
、
切
実
感
に
開
き
が
あ
り
、
．
前

者
に
応
答
し
て
い
る
者
は
、
概
ね
官
公
庁
に
勤
め
て
い
る
と
か
、
長
男
で
農
業
を

‘
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や
つ
て
い
る
者
で
あ
る
。
後
者
で
は
都
市
の
中
小
企
業
で
働
い
て
い
る
男
子
が
あ

る
が
、
、
そ
の
外
で
長
男
や
女
子
で
農
業
を
し
て
い
る
者
に
み
ら
れ
る
の
は
、
現
状

の
ま
∫
で
は
、
行
誌
り
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
五
、
結
　
　
　
ぴ

　
持
田
中
学
校
卒
業
生
の
進
路
調
査
か
ら
提
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
産
業
教
育
を

基
盤
と
し
た
職
業
指
導
が
、
教
育
計
画
に
編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
職
業
選
択
の
能
力

が
替
増
さ
れ
す
、
生
産
の
基
礎
的
技
術
や
知
的
理
解
が
職
業
生
活
に
具
体
化
し
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
就
職
に
は
種
々
の
条
件
や
規
格
が
あ
り
、
労
働
市
場
の
変
動
も
あ

つ
て
、
職
業
選
択
の
自
由
は
阻
ま
れ
て
い
る
が
、
中
学
校
は
生
徒
に
綜
合
的
な
技

術
を
学
習
さ
せ
、
条
件
や
変
動
で
制
隈
さ
れ
な
が
ら
も
出
来
る
だ
け
適
職
を
求
め

さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
一
般
教
養
と
し
て
の
職
業
的
能
力
は
産
業
教
育
で
養

わ
れ
、
そ
れ
を
進
路
の
計
画
と
選
択
に
よ
つ
て
実
現
す
る
の
は
職
業
指
導
で
あ
る
。

農
場
畑
一
畝
と
い
つ
た
学
校
の
施
該
、
従
つ
て
挾
小
な
生
徒
の
啓
発
経
験
は
、
停

滞
し
た
村
民
の
意
識
と
芙
に
、
持
田
中
学
校
の
産
業
致
育
を
阻
害
し
、
職
業
指
導

を
困
難
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
い
ひ
と
り
持
田
中
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
の
農
山
漁
村
の
中
学
校
に
幾
ら
で
も
あ
り
そ
う
な
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
困
難
に
対
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
に
学
校
教
育
に
地
域
の
開
発

計
画
、
す
な
わ
ち
村
作
り
の
構
想
を
と
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
持
田
村
で
あ
ま

り
進
捗
し
な
い
林
地
開
拓
や
米
麦
申
心
か
ら
適
地
作
物
へ
の
綜
合
経
営
、
家
畜
導

入
・
土
地
改
良
・
機
械
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
な
ど
一
連
の
間
題
を
遣
求
す
る
こ

と
に
よ
つ
て
、
生
徒
た
ち
は
地
域
産
業
に
つ
い
て
創
造
的
な
認
識
を
も
ち
、
そ
の

認
識
は
学
習
の
転
位
に
よ
り
、
広
く
日
本
の
産
業
杜
会
に
向
つ
て
拡
充
さ
れ
る
。

拡
充
さ
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
彊
く
地
域
に
結
ば
れ
る
認
識
の
深
化
は
、
例
へ
ば
知

能
の
高
い
生
徒
が
村
に
残
ら
な
い
（
註
一
四
）
と
い
う
職
業
指
導
の
州
－
凶
み
を
解
決

す
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
、
職
業
情
報
を
豊
富
に
与
え
る
こ
と
。
こ
の
度
の
職
業
⑧
家
庭
科
の
改

訂
で
分
野
の
第
六
群
に
こ
れ
に
関
す
る
共
通
学
習
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

教
科
の
本
質
諭
は
と
も
か
く
、
こ
の
改
訂
に
よ
る
限
j
、
致
科
外
に
行
わ
れ
る
個

別
惜
報
の
提
供
と
、
合
せ
用
う
べ
き
指
導
の
場
で
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
た
と
い
卒
業
の
直
後
と
は
い
え
、
二
三
男
が
長
男
と
同
数
も
家
業
に
從
事
し

て
い
る
と
い
う
、
持
田
村
の
職
業
に
対
す
る
安
易
さ
が
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
に
、
卒
業
生
の
遣
楠
導
。
持
田
中
学
校
の
卒
業
生
が
、
職
業
経
歴
の
危
機

で
あ
る
転
職
の
際
、
概
し
て
父
母
親
類
よ
り
も
職
業
情
報
に
明
る
い
筈
の
学
校
側

に
勤
言
を
仰
い
で
い
な
い
こ
と
、
し
か
も
転
職
者
が
か
な
り
多
い
こ
と
は
、
学
校

の
遺
補
導
の
必
要
を
物
語
つ
て
い
る
。
ま
し
て
転
職
と
い
う
大
事
に
至
ら
な
い
ま

で
も
、
職
場
で
の
不
適
応
の
実
態
は
、
安
定
所
な
ど
の
調
査
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
註
一
五
）
　
し
か
も
職
場
で
の
困
難
や
不
適
応
は
む
し
ろ
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
労
働
の
に
な
い
手
で
あ
る
青
少
年
た
ち
は
、
義
務
教
育
の
学
習
の
遁
程
に
、

特
に
杜
会
科
や
職
業
・
家
庭
科
で
「
民
主
々
義
を
現
代
の
わ
が
国
の
政
治
的
、
経

済
的
、
杜
会
的
活
動
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
必
要
で
あ
る
か
を
理
解

し
、
人
々
に
協
力
し
て
杜
会
生
活
上
の
種
々
の
問
題
解
決
に
み
す
か
ら
進
ん
で
参

加
す
る
態
度
」
（
註
ニ
ハ
）
を
身
に
つ
げ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
意
識
で
堵
わ
れ
た
彼
等
が
、
現
実
の
杜
会
で
強
く
生
き
て
ゆ
く
た

め
に
遭
遇
す
る
幾
多
の
困
難
に
対
し
、
母
校
の
手
が
渦
く
さ
し
の
べ
ら
れ
る
よ
う
、
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教
育
の
計
画
は
工
夫
さ
れ
る
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
関
係
機
関
で
あ
る
安
定

所
、
教
育
委
員
会
、
P
T
A
、
雇
用
主
な
ど
と
連
絡
協
調
し
、
そ
の
了
解
と
支
援

を
う
け
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
例
え
ば
、
隠
岐
島
の
島
前
地
区
で
は
、
中
学
校
卒

業
生
の
遣
補
導
の
た
め
、
特
に
村
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
島
々
は
沿
岸
漁

業
の
不
振
、
八
○
％
が
五
反
百
姓
の
零
紬
農
、
乱
伐
に
よ
る
木
材
生
産
の
減
少
な

ど
青
少
年
の
出
稼
を
余
儀
な
く
し
、
從
つ
て
村
の
開
発
計
画
に
即
応
し
た
職
業
指

導
が
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
。
（
註
一
、
七
）

　
遺
補
導
に
限
ら
す
、
す
べ
て
学
校
の
い
と
な
み
が
「
子
供
の
平
和
を
守
る
」
よ

う
実
践
さ
れ
る
な
ら
、
や
が
て
父
母
と
手
を
結
び
、
地
域
と
蓮
が
る
こ
と
を
、
島

前
の
中
学
校
か
ら
教
へ
ら
れ
る
。

註
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